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「
猪
風
来
―
―
縄
文
の
鼓
動
」

い
ふ
う
ら
い

関

竜
司

２
０
１
７
年
８
月

日
、
筆
者
は
岡
山
県
新
見
市
法
曽
に
あ
る
猪
風
来
美
術
館
を
訪
れ
た
。
縄
文
ア

11

ー
テ
ィ
ス
ト
・
猪
風
来
の
土
器
彫
刻
（
「
縄
文
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ー
ト
」）
を
見
る
た
め
だ
。

い
ふ
う
ら
い

青
年
時
代
、
縄
文
土
器
の
破
片
に
感
動
し
、
縄
文
土
器
の
復
元
に
熱
中
し
た
猪
風
来
は
１
９
８
６
年
、

北
海
道
石
狩
に
居
を
移
し
、
本
格
的
な
創
作
縄
文
土
器
、
土
偶
の
制
作
を
は
じ
め
る
。
以
降
、
国
内
外

で
精
力
的
に
活
動
し
、
数
多
く
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
展
覧
会
に
招
か
れ
、
高
い
評
価
を
獲
得
し
、
特
に
近

年
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
ハ
ー
ト
型
土
偶
や
遮
光
器
土
偶
を
再
現
し
、
一
躍
脚
光
を
あ
び
た
。（
現
在
、

縄
文
人
の
や
り
方
で
、
縄
文
土
器
が
焼
け
る
の
は
猪
風
来
た
だ
一
人
だ
）
。
２
０
０
５
年
、
岡
山
県
新

見
に
猪
風
来
美
術
館
を
開
館
し
た
の
を
機
に
岡
山
に
活
動
の
拠
点
を
移
し
、
現
在
も
多
産
な
活
動
を
続

け
て
い
る
。

猪
風
来
は
い
う
。

「
文
明
都
市
に
寄
生
し
て
い
る
現
代
芸
術
は
、
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
閉
塞
し
た
現
代
芸
術
シ
ー
ン
に

豊
饒
な
る
魂
の
デ
ザ
イ
ン
が
復
活
す
る
。
そ
れ
が
『
縄
文
ス
パ
イ
ラ
ル
』
で
あ
る
」

太
古
人
間
は
、
自
然
の
繰
り
返
し
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
き
た
。
繰
り
返
し
の
中
で
の
み
生
命
の
維
持
・

ス

パ

イ

ラ

ル
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発
展
は
、
可
能
だ
か
ら
だ
。
古
代
か
ら
人
間
は
、
星
辰
の
動
き
を
観
測
し
、
季
節
の
変
化
を
察
知
し
、

農
業
や
漁
労
に
生
か
し
て
き
た
。
狩
猟
の
際
の
罠
の
か
け
方
、
ど
の
季
節
に
何
が
取
れ
る
か
ま
で
古
代

人
の
自
然
の
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
感
覚
は
、
現
代
人
の
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
鋭
い
。
特
に

縄
文
人
の
自
然
の
リ
ズ
ム
に
対
す
る
繊
細
さ
は
鋭
敏
だ
。

し
か
し
近
代
以
降
（
特
に
蒸
気
機
関
の
発
明
以
降
）
、
私
た
ち
の
生
活
は
季
節
に
影
響
さ
れ
な
い
、

言
い
換
え
れ
ば
自
然
環
境
に
左
右
さ
れ
な
い
繰
り
返
し
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
電
気
の
発
明
は
昼
と

夜
の
区
別
を
な
く
し
、
鉄
道
や
車
は
大
地
の
起
伏
を
、
ク
ー
ラ
ー
や
エ
ア
コ
ン
は
四
季
の
移
ろ
い
を
平

板
化
し
た
。
文
明
の
発
展
に
よ
っ
て
箱
庭
的
生
活
を
送
っ
て
い
る
私
た
ち
は
、
五
感
に
よ
っ
て
感
じ
る

力
を
、
身
の
回
り
の
世
界
に
対
す
る
感
受
性
を
著
し
く
減
退
さ
せ
て
い
る
。
猪
風
来
は
今
一
度
、
縄
文

人
の
魂
に
立
ち
戻
り
、
文
明
の
中
で
失
わ
れ
た
ナ
マ
の
感
覚
を
取
り
も
ど
そ
う
と
す
る
。
猪
風
来
の
ア

ー
ト
の
豊
饒
さ
は
そ
こ
に
由
来
す
る
。

縄
文
土
器
に
高
い
芸
術
性
を
見
出
し
喧
伝
し
た
の
は
、
岡
本
太
郎
だ
っ
た
。
岡
本
は
縄
文
土
器
の
中

に
激
し
い
緊
張
感
と
超
自
然
的
激
越
を
認
め
、
そ
こ
に
人
間
性
へ
の
根
源
的
な
感
動
と
信
頼
感
を
見
出

し
た
の
だ
っ
た
（
「
縄
文
土
器
論
」
（
１
９
５
２
）
）
。
縄
文
芸
術
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
岡
本
に
と

っ
て
、
ま
さ
に
芸
術
は
爆
発
で
あ
る
べ
き
だ
っ
た
。

縄
文
土
器
に
魂
の
ス
パ
ー
ク
と
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
猪
風
来
も
、
や
は
り
岡
本
と
同
じ
感
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動
を
共
有
し
て
い
る
。
し
か
し
猪
風
来
は
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
一
歩
進
め
て
、
縄
文
人
が
感
じ
て
い
た
自

然
の
リ
ズ
ム
や
細
や
か
な
神
経
に
ま
で
同
化
し
よ
う
と
す
る
。縄
文
人
と
同
化
し
た
猪
風
来
の
感
性
は
、

自
然
と
い
う
生
命
の
リ
ズ
ム
か
ら
形
態
が
生
ま
れ
て
く
る
一
瞬
、
一
刹
那
を
と
ら
え
る
。
そ
れ
は
自
然

か
ら
文
様
や
文
化
が
生
ま
れ
て
く
る
一
瞬
で
あ
る
と
も
言
っ
て
い
い
。

と
り
わ
け
猪
風
来
美
術
館
第
五
展
示
室
（
「
森
羅
万
象
」
）
は
、
猪
風
来
の
芸
術
的
感
性
が
体
現
さ

れ
た
圧
巻
の
空
間
だ
。
「
縄
文
の
太
陽
」
「
縄
文
の
月
」
と
い
う
巨
大
な
レ
リ
ー
フ
は
、
雲
海
か
ら
太

陽
や
月
が
、
神
と
し
て
（
人
間
に
恩
恵
を
与
え
る
も
の
と
し
て
）
現
れ
た
瞬
間
を
表
現
し
て
い
る
。
力

強
く
格
子
状
に
文
様
化
さ
れ
た
太
陽
や
月
は
、
か
つ
て
そ
れ
ら
が
呪
術
的
存
在
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
れ

ゆ
え
に
こ
そ
人
間
精
神
と
不
即
不
離
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。

「
黒
潮
の
海
」
と
い
う
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
、
海
が
恵
み
を
も
た
ら
す
豊
饒
さ
と
し
て
、
人
間
と

自
然
が
恵
み
を
分
か
ち
合
う
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
認
識
さ
れ
た
瞬
間
を
表
現
し
て
い
る
。
波
の
荒
々
し

さ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
体
感
で
き
る
優
れ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

ま
た
猪
風
来
の
代
表
作
に
「
叫
魂
華
」
と
い
う
鬼
の
像
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
文
明
化
さ
れ
た
異
形
な

る
身
体
が
自
然
に
帰
る
一
瞬
を
表
現
し
て
い
る
。

猪
風
来
の
ア
ー
ト
が
力
強
い
太
古
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ア
ー
ト
と
し
て
非
常

に
高
い
洗
練
さ
れ
た
完
成
度
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
人
間
の
美
意
識
が
発
露
す
る
瞬
間
を
捉
え
て
い
る
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か
ら
だ
。

現
在
、猪
風
来
に
触
発
さ
れ
る
形
で
多
く
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
縄
文
ア
ー
ト
に
注
目
し
て
い
る
。

２

０

１

７

年

に

は

ク

ー

ル

・

ジ

ャ

パ

ン

の

一

環

と

し

て

ク

ア

ラ

ル

ン

プ

ー

ル

で

「
ア
ー
ツ
・
オ
ブ
・
ジ
ョ
ウ
モ
ン
」
展
が
開
か
れ
、
縄
文
ア
ー
ト
は
海
外
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
た
。

A
r

t
s

o
f

J
O

M
O

N

そ
の
中
に
は
猪
風
来
の
愛
弟
子
、
村
上
原
野
の
作
品
も
含
ま
れ
る
。

と
り
わ
け
こ
れ
ら
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は
、
た
ん
に
縄
文
芸
術
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
る
だ
け

で
な
く
、
そ
れ
を
現
代
的
視
点
か
ら
捉
え
返
し
、
深
い
人
間
理
解
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
点
で
も
非
常
に

示
唆
的
だ
。
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
ア
ー
ト
は
、
ど
こ
か
Ｓ
Ｆ
を
思
わ
せ
る
。

太
古
の
リ
ズ
ム
、
鼓
動
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。

（
２
０
１
７
・
８
・

）
18

（
リ
ン
ク
）

猪
風
来
美
術
館

猪
風
来
美
術
館

展
示
情
報

ア
ー
ツ
・
オ
ブ
・
ジ
ョ
ウ
モ
ン
（
Ａ
ｒ
ｔ
ｓ

ｏ
ｆ

Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
）
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